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中
世
西
大
寺
の
寺
院
組
織
に
つ
い
て

ー
ー
ー
律
家
と
寺
僧
の
役
割
を
中
心
に
｜
｜

大

石

雅

3主主

与主

は
じ
め
に

最
近
、
寺
院
組
織
の
研
究
は
、
形
式
論
的
な
研
究
を
脱
却
し
、
在
地
の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
寺
院
組
織
の
機
能
と
役
割
を
具
体

（

1
）
 

的
に
解
明
し
て
い
く
と
い
う
方
法
で
お
こ
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
視
角
で
の
研
究
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
以
前
に
私
は
寺
院
勢
力
を
理
解
す
る
に
当
り
、
寺
院
組
織
内
部
に
上
層
農
民
が
進
出
し
て
い
る
こ
と

（

2）
 

か
ら
、
今
ま
で
の
如
く
寺
院
を
単
に
荘
園
領
主
と
し
て
の
み
把
握
す
る
こ
と
に
疑
問
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
上
層
農
民
が
寺
院
組
織
内

で
如
何
様
な
位
置
に
置
か
れ
、
活
動
を
行
い
、
支
配
者
階
級
と
対
峠
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
寺
院
組
織
の
機
能
と
役
割
を

理
解
す
る
上
で
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
故
に
本
稿
で
は
λ

こ
の
点
に
注
目
し
な
が
ら
、
鎌
倉
前
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
西

大
寺
寺
院
組
織
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
西
大
寺
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

周
知
の
知
く
西
大
寺
は
鎌
倉
後
期
に
叡
尊
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ



2 

た
。
当
時
の
西
大
寺
に
は
二
つ
の
僧
集
団
が
存
在
し
、
寺
僧
・
律
家
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
叡
尊
入
寺
（
一
二
三
五
年
）
以
前
の

西
大
寺
に
は
律
家
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
寺
院
は
別
当
と
寺
僧
の
み
で
構
成
さ
れ
、
寺
僧
の
衆
議
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。
別
当
は
輿
福
寺
寺
僧
で
あ
り
、
領
主
階
級
と
し
て
寺
務
の
得
分
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
寺
僧
の
大
半
は
給
田
を
与
え
ら
れ
、
領

主
階
級
内
の
年
貢
の
分
配
に
あ
ず
か
り
な
が
ら
も
、
西
大
寺
か
ら
年
貢
を
納
め
る
作
人
と
し
て
把
握
さ
れ
た
在
地
の
上
層
農
民
で
あ
っ

た
（
西
大
寺
別
当
が
興
福
寺
寺
僧
で
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る
）
。
と
こ
ろ
が
叡
尊
が
入
寺
し
て
活
発
な
布
教
活
動
を
展
開
し
、

一
般
民
衆

か
ら
天
皇
・
上
皇
・
北
条
氏
等
の
権
門
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
、
多
く
の
田
畠
や
荘
園
の
寄
進
を
受
け
た
。
そ
し

て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
叡
尊
の
門
流
を
律
家
と
呼
ん
だ
。
律
家
は
出
身
地
が
全
国
各
地
に
散
在
し
、
寺
僧
の
知
き
近
辺
の
上
層
農
民
と

い
う
よ
う
な
在
地
性
を
有
す
る
者
で
は
な
く
、
諸
権
門
と
密
接
な
関
係
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
政
治
力
・
経
済
力
を
形
成
・
維
持
す
る
僧

達
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
一
二
七
八
年
（
弘
安
元
）
西
大
寺
別
当
乗
範
が
叡
尊
に
「
執
行
職
之
検
断
以
下
」
を
寄
附
し
、
西
大

寺
運
営
の
実
権
は
叡
尊
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
律
家
は
寺
僧
に
対
し
て
優
越
的
な
地
位
を
確
立
し
た
。
そ
の
た
め
に
弘
安

以
前
ま
で
西
大
寺
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
寺
僧
は
機
会
あ
る
ご
と
に
律
家
に
対
し
て
抗
争
を
重
ね
た
が
、
そ
の
抗
争
も
す
べ
て
敗
北
に

（

4
）
 

終
っ
た
。

以
下
、
律
家
が
優
越
的
な
地
位
を
確
立
し
た
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
西
大
寺
寺
院
組
織
を
、
寺
僧
と
律
家
の
位
置
・

役
割
に
注
目
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
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役
職
に
つ
い
て

西
大
寺
の
寺
院
組
織
機
構
内
で
寺
僧
と
律
家
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る

寺
僧
の
役
職

中世西大寺の寺院組織について

た
め
に
、
ま
ず
西
大
寺
文
書
に
現
わ
れ
る
役
職
が
寺
僧
と
律
家
の
ど
ち
ら
に
補
任
さ
れ
る
も
の
か
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
西
大
寺
文
書
に
現
わ
れ
る
役
職
は
、
別
当
・
少
別
当
・
寺
主
（
尚
）

・
公
文
（
代
）

・
上
座
（
代
）

執
行
（
代
）

・
小
目
代
・
五
師
・
供
僧
・
三
昧
・
奉
行
・
知
事
・
知
僧
事
・
綱
維
・
寺
僧
奉
行
・
寺
本
奉
行
・
年
預
・
当
行
・
浄
行
で

あ
る
。さ

て
、
こ
れ
ら
の
役
職
の
内
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
も
の
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
寺
僧
は
律
家
に
対
し
て
抗
争
を
重
ね
、
そ
の
度
に
敗

北
宣
言
の
よ
う
な
か
た
ち
で
請
文
を
提
出
し
た
。
現
在
西
大
寺
文
書
に
は
一
二
八
七
隼
（
弘
安
一

O
）

・
一
三
二
三
年
（
元
亨
三
）

二
二
五
四
年
（
文
和
三
）

・
一
三
七
三
年
（
応
安
六
）

請
文
（
案
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
職
は
す
べ
て
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
そ
れ
を
表

I
に

ま
と
め
て
み
る
と
、
寺
主
（
代
）

・
一
三
九
O
年
（
明
徳
元
）
の
寺
僧
の
請
文
・
請
文
案
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の

・
公
文
（
代
）

上
座
（
代
）

執
行
（
代
）

小
目
代
・
五
師
・
供
僧
・
三
昧
・
当
行
が
寺
僧
の

役
職
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
一
二
八
二
年
（
弘
安
五
）
に
西
大
寺
四
王
金
堂
六
口
浄
行
職
に
補
佐
さ
れ
て
い
る
六
名

（

6
）

（

7
｝
 

の
僧
は
、
同
年
の
当
行
衆
八
名
の
内
上
位
六
名
と
同
一
人
物
で
あ
り
、
浄
行
も
ま
た
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
役
職
で
あ
っ
た
。
当
時
の
西

3 

大
寺
文
書
に
見
出
さ
れ
る
役
職
の
内
、
前
述
し
た
も
の
以
外
は
別
当
・
少
別
当
を
除
き
律
家
が
補
任
さ
れ
る
役
職
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。



4 

さ
て
、
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
役
職
の
職
掌
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
が
、
そ
れ
を
一
示
す
史
料
が
少
な
く
具
体
的
に
解
明
し

え
な
い
。
た
だ
西
大
寺
に
お
い
て
も
他
の
寺
院
と
同
様
に
上

座
（
代
）

寺
主
（
代
）
と
い
う
三
綱
が
寺
僧
内
の
庶
務
を

担
当
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
律
家
が
寺

僧
春
清
に
三
味
供
田
を
補
佐
す
る
時
、
「
三
人
沙
汰
人
」
を

｛

8
｝
 

召
し
仰
せ
付
け
て
い
る
。
沙
汰
人
と
い
う
言
葉
は
一
三
四
三

年
（
康
永
二
）
の
寺
僧
の
借
用
証
文
案
に
「
伺
為
後
日
、
讃

文
加
沙
汰
人
等
判
形
之
状
」

と
あ
り
、
さ
ら
に
一
三
六

O
年

（
延
文
五
）
の
西
大
寺
別
当
に
提
出
し
た
寺
僧
の
注
進
状
に

も
「
沙
汰
人
等
注
進
之
状
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
署

名
は
寺
主
永
判
・
公
文
源
春
・
上
座
代
琳
覚
で
あ
り
、
後
者

の
そ
れ
は
寺
主
幸
春
・
公
文
範
盛
・
執
行
代
貞
海
で
あ
っ
た
。

ま
た
沙
汰
人
と
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
表

I
の
E
で
は
寺

主
重
瑞
・
公
文
範
盛
と
並
ん
で
小
目
代
頼
深
が
署
名
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
三
人
沙
汰
人
と
は
寺
主
・
公
文
・
上
座
代

ま
た
は
執
行
代
か
小
目
代
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

〔表I〕寺僧が補任される役職

符
年・月・日 西暦 寺主 公文

上座 執行 小目
五師 供僧 三味 当行

署名
~ヨ, 代 代 代 者数

A 弘安10.6 .22 1287 。。 。。。 14名
5名 6名

B 弘安10.6 .23 1287 。10名
10名

c 元亨3.10.19 1323 。 。 。。 30名
3名

D 文和3.8.91354 。。 。。 28名
5名

E 応安6.1 .12 1373 。。 。 3名

F 明徳1.9. 6 1390 。。 。 。。 13名
6名 5名

(i主）文書に記載されている役職に0を付けた。複数の場合にはその人数を記した。
Fでは五師重論が執行代を兼帯している。
D・Fは原文書であり， A・B・C・Eは案文である。‘

叫訓·－ι山尚一白血白鳥叫却鮎－判中必禍偏品幽·~崎納品叩4出品出向る刷出甲山明叩明白師側儒昭一由民畑山十四中A山内時過幽中也四＂＂＇＇＂＇＂＇＂＂＂＂＂＇＇~－－岨晶叫叩－－刷帥糊一山も4日目 J～.，，日広叩山凶，，.胞お
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る
。
東
大
寺
の
場
合
執
行
に
は
三
綱
の
内
で
も
最
高
位
の
者
が
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
西
大
寺
に
お
い
て
も
上
座
（
代
）

が
執
行
（
代
）
を
兼
帯
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
三
五
四
年
（
文
和
三
）
の
次
郎
入
道
殺
害
事
件
に
端
を
発
し

（叩）

た
律
家
と
寺
僧
の
抗
争
で
、
寺
僧
方
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
武
蔵
房
琳
俊
は
、
執
行
代
で
あ
る
と
同
時
に
小
目
代
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら

く
寺
僧
の
中
で
上
座
（
代
）
ま
た
は
執
行
（
代
）
か
小
目
代
・
寺
主
（
代
）

公
文
（
代
）
と
い
う
役
職
が
中
心
と
な
っ
て
事
務
処
理

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
三
綱
の
内
、
都
維
那
は
当
時
の
西
大
寺
文
書
に
は
み
え
ず
公
文
が
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た

中世西大寺の寺院組織について

と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
五
師
・
供
僧
は
こ
れ
ら
沙
汰
人
と
共
に
署
名
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

一
三
六
六
年
（
貞
治
五
）
の
律
家
と
共
に
定
め
た
白

衣
寺
僧
座
席
に
関
す
る
置
文
、
寺
僧
の
律
家
に
対
す
る
そ
の
請
文
、

（

U
）
 

通
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
特
に
五
師
に
関
し
て
は
上
座
（
代
）
・
執
行
（
代
）
と
い
う
沙
汰
人
の
上
位
の
者
が
兼
帯
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
三
二
八
年
（
文
保
二
）
か
ら
現
わ
れ
る
寺
僧
の
借
用
証
文
案
十

三
一
八
年
（
文
保
二
）
五
月
九
日
、
同
六
月
一
四
日
、
翌
年
三
月
三
日
、
同
四
月
八
日
の
四
通
の
借
用
証
文
案
に
は
上
座
代
定
西
と
共

一
三
四
二
平
（
暦
応
四
）
七
月
三
日
の
借
用
証
文
案
に
は
上
座
代
琳
覚
と
共
に
五
師
琳
覚
が
署
名
し

て
い
る
。
こ
の
場
合
の
定
西
も
琳
覚
も
、
同
一
人
物
と
考
え
て
ま
ず
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
表

I
の
F
に
署
名
し
て
い
る
五
師
重
瑞
は

一
七
年
前
の
二
二
七
三
年
（
応
安
六
）
に
は
寺
主
職
に
補
任
さ
れ
て
い
匂
西
大
寺
で
は
五
師
に
補
任
さ
れ
る
寺
僧

に
五
師
定
西
が
署
名
し
て
お
り
、

執
行
代
で
あ
り
、

は
上
座
（
代
）
・
執
行
（
代
）
と
相
並
ぶ
上
位
の
者
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
三
昧
・
当
行
・
浄
行
に
つ
い
て
の
べ
て
お
く
。
三
昧
供
僧
は
表

I
の
A
に
六
名
が
署
名
し
て
お
り
、
彼
等
に
二
段
、
ず
つ
の

（日）

三
昧
供
田
が
給
田
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
当
行
衆
（
上
位
六
人
が
浄
行
衆
で
あ
る
）
は
表

I
の
知
く
一
二
八
七
年
（
弘
安
一

O
）

5 

の
請
文
で
は
寺
主
・
公
文
・
供
僧
・
五
師
・
三
昧
と
は
別
に
請
文
を
提
出
し
て
お
り
、
弘
安
期
に
は
寺
主
・
公
文
・
供
僧
・
五
師
等
の



後
の
請
文
は
す
べ
て
一
通
の
み
で
、

僧
と
当
行
衆
と
の
聞
に
学
侶
層
と
堂
衆
層
と
い
っ
た
身
分
的
区
別
が
存
在
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
弘
安
の
請
文
を
除
い
て
以

一
三

O
五
年
（
嘉
元
三
）
に
四
王
金
堂
六
口
浄
行
職
に
補
任
さ
れ
た
覚
性
は
表

I
の
C
で
は
寺
主

6 

・
上
座
代
等
寺
僧
二
九
名
と
共
に
署
名
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
一
一
二
三
六
年
（
建
武
三
）
三
月
二
三
日
の
寺
僧
の
借
用
証
文
案
に
も
彼

は
供
僧
と
し
て
寺
主
・
公
文
代
・
上
座
代
・
五
師
と
共
に
署
名
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
末
期
以
降
の
西
大
寺
に
は

寺
主
・
公
文
・
五
師
・
供
僧
等
と
当
行
衆
と
の
聞
に
身
分
的
区
別
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
執
行
代
・
小
目
代
と
な
っ
て
い

る
有
力
寺
僧
武
蔵
一
房
琳
俊
や
、
三
昧
供
田
の
補
任
を
め
ぐ
っ
て
寺
僧
重
賢
と
争
っ
て
い
る
寺
僧
出
雲
房
泰
清
が
、
当
行
衆
の
父
遼
と
同

（日）

様
に
西
大
寺
に
年
貢
を
納
め
る
作
人
と
し
て
把
握
さ
れ
、
そ
の
在
地
身
分
の
同
一
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
当
然
彼
等
に
学
侶
身
分
・

堂
衆
身
分
と
い
う
如
き
身
分
差
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
当
行
も
寺
主
・
公
文
と
同
様
に
寺
院
内
に
お
け
る

（時）

職
掌
分
担
を
示
す
役
職
に
す
、
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
浄
行
に
は
三
昧
と
同
様
に
二
段
の
供
田
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
寺
僧
の
総
数
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
表

I
の
D
に
は
そ
の
闘
争
の
張
本
人
と
し
て
召
放
た
れ
た
三
名
の
寺
僧
を
除
き
、

残
り
全
員
が
署
名
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
署
名
者
数
は
二
八
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
表

I
の
C
の
署
名
者
数
は
三

O
名
で
あ
り
、

当
時
の
寺
僧
の
総
数
は
三

O
名
前
後
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
、
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
役
職
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
は
寺
主
（
代
）

－
公
文
（
代
）

・
上
座
（
代
）

－
執
行
（
代
）

小
田
代
・
五
師
・
供
僧
・
三
昧
・
当
行
・
浄
行
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
役
職
の
大
部
分
は
輿
福
寺
そ
の
他
南
都
諸
寺
院
に
も
み
ら
れ
る
も

（
幻
）

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
役
職
の
中
で
上
座
（
代
）
ま
た
は
執
行
（
代
）
か
小
目
代
・
寺
主
（
代
）

次
に
、

別
当
と
少
別
当
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

一
二
七
八
年

（
弘
安
元
）

（四）

に
西
大
寺
別
当
で
あ
っ
た
乗
範
は
一
二
八
三
年

弘

－
公
文
（
代
）
が
沙
汰
人

と
呼
ば
れ
、
寺
僧
内
の
事
務
を
担
当
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。



官l代

（初）

安
六
）
に
輿
福
寺
権
別
当
と
な
っ
た
。
ま
た
一
三
五
六
年
（
延
文
元
）
に
は
西
大
寺
別
当
で
あ
っ
た
範
宗
は
一
三
五
三
年
（
文
和
二
）

（幻）

に
興
福
寺
権
別
当
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
西
大
寺
別
当
に
補
任
さ
れ
る
僧
は
輿
福
寺
寺
僧
で
あ
り
、
そ
の
内
で
も
興
福
寺
権
別
当

に
な
り
う
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
寺
僧
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
西
大
寺
文
書
で
少
別
当
が
現
わ
れ
る
の
は
興
福
寺
寺
僧
で
あ
る
別
当
が
西
大
寺
に
係
っ
て
き
た
時
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
地

（
忽
）

位
や
職
掌
に
つ
い
て
は
よ
く
分
ら
な
い
。
補
任
さ
れ
る
僧
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

一
三
六

O
年
（
延
文
五
）
の
少
別
当
五
師
英
豪
が
西
大

中世西大寺の寺院組織について

寺
僧
で
あ
る
な
ら
ば
、
五
師
に
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
寺
僧
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
一
三
五
四
年
（
文
和
三
）
の
請
文

案
に
署
名
し
て
い
る
こ
八
名
の
寺
僧
の
中
に
彼
の
名
は
見
え
ず
、
こ
の
五
師
は
興
福
寺
の
役
職
で
あ
り
、
彼
は
興
福
寺
寺
僧
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
建
暦
・
弘
安
に
か
け
て
み
ら
れ
る
少
別
当
源
範
も
一
二
八
七
年
（
弘
安
一

O
）
の
二
通
の
請
文
の
署
名
者
の
中
に

は
な
く
、
少
別
当
も
別
当
と
同
じ
く
輿
福
寺
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
役
職
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（ニ）

律
家
の
役
職

鎌
倉
後
期
・
南
北
朝
期
に
み
ら
れ
る
役
職
の
内
、
前
述
し
た
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
も
の
と
興
福
寺
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
別
当
・
少
別

当
を
除
く
残
り
の
役
職
は
、
奉
行
・
知
事
・
知
僧
事
・
綱
維
・
寺
僧
奉
行
・
寺
本
奉
行
・
年
預
で
あ
る
。
こ
の
役
職
が
記
載
さ
れ
て
い

る
文
書
の
一
部
を
表
に
し
た
も
の
が
表

E
で
あ
る
。
表

E
の
F
の
奉
行
・

G
の
綱
維
琴
源
、

E
の
寺
僧
奉
行
円
如
、

E
の
寺
本
奉
行
淳

「
西
大
寺
敷
地
四
至
内
検
断
規
式
条
々
」
の
署
名
者
で
あ
る
。
こ
の
規
式
の
文
末
に
は
「

（
署
）

依
之
遺
弟
等
、
或
任
寄
附
領
掌
之
素
意
、
或
案
律
法
久
住
之
大
綱
、
粗
録
十
能
保
、
備
嘗
所
之
亀
鏡
者
也
、
仰
為
後
代
加
暑
判
之
状
如

宣
は
共
に
一
三
六
七
年
（
貞
治
六
）
八
月
の

7 

件
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
律
法
久
住
之
大
綱
」
を
案
ず
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
規
式
を
制
定
し
て
署
名
し
て
い
る
者
は
律
家
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で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
遺
弟
」
と
い
う
言
葉
も
叡
尊
の
法

脈
を
継
承
す
る
弟
子
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
規
式
に
署
名
し
て
い
る
琴
源
・
円
如
・
淳
宣
は

律
家
で
あ
り
、
彼
等
が
補
任
さ
れ
て
い
た
奉
行
・
綱
維
・
寺
僧
奉

行
・
寺
本
奉
行
は
律
家
が
補
任
さ
れ
る
役
職
で
あ
る
。

知
事
に
関
し
て
は
表

E
の
D
の
内
容
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
「
成

論
旨
之
旨
、
僧
中
一
円
雄
可
進
止
、
依

（大）

秋
篠
沙
汰
、
寺
僧
方
借
物
莫
太
相
積
、
四
王
供
田
以
下
厳
重
偽
神

亥
山
谷
・
田
晶
事
、
任

新
田
等
、
或
令
泊
却
、
或
置
質
券
云
々
、
伺
可
蒙
扶
持
之
由
、
頻

懇
望
L

と
い
う
寸
白
衣
寺
僧
歎
申
条
々
」
に
対
し
て
律
家
が
評
定

し
た
定
文
が
こ
の

D
で
あ
る
。
故
に
D
に
署
名
し
て
い
る
僧
は
律

家
で
あ
り
、
知
事
は
律
家
が
補
任
さ
れ
る
役
職
で
あ
る
。

二
一
七

九
年
（
弘
安
二
）
三
月
の

「
西
大
寺
寺
主
職
補
任
状
」
の
案
文
二

通
（
A
・
B
）
に
記
さ
れ
て
い
る
署
名
者
禅
覚
は
A
で
は
知
事
、

B
で
は
知
僧
事
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
知
事
と
知
僧
事
は
同

ヒ
役
職
と
推
定
さ
れ
る
。
年
預
に
つ
い
て
は
C
の
四
王
金
堂
六
口

（幻）

浄
行
職
の
補
任
が
律
家
の
拠
点
で
あ
る
賓
塔
院
の
和
合
衆
の
議
定

〔表H〕律家が補任される役職

符
年・月・日 西暦 文書名 奉行 知事

先日f首
綱維
寺僧 寺本

年頭子口玉 事 奉行 奉行

A 弘安2. 3 1279 
西大寺寺主職補任状案

禅覚 隆賢(1) 

B 弘安2. 3 1279 
西大寺寺主職補任状案

禅覚 隆賢( 2) 

c 弘安5.6 1282 西大寺四玉金堂六日j争 禅覚 隆賢
行職補任状案

D 嘉暦2.10.2 1327 西大寺衆｛曽等連署定文 証正 弥誉

E 延文元.4.111356 菅原琳俊契約状案 円空 円如 淳宣

F 延文3.12 1358 森屋庄年貢支配置文 事~i原

G 延文4.11.101359 
西大寺新池弁井料米置

事~l原
文

（注）すべて『西大寺文書」による。
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に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

C
は
律
家
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
律
家
の
役
職
で
£
る
知
僧
事
と
共
に

C
に
著

名
し
て
い
る
年
預
は
律
家
が
補
任
さ
れ
る
役
職
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
律
家
の
役
職
に
つ
い
て
そ
の
職
掌
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
示
す
史
料
は
乏
し
い
。
こ
こ
で
は
特
に
西
大
寺
寺
院

組
織
機
構
内
で
上
一
層
農
民
で
あ
る
寺
僧
や
在
地
と
密
接
に
係
る
寺
僧
奉
行
・
寺
本
奉
行
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二
二
五
四

年
（
文
和
三
）
五
月
二
八
日
に
寺
僧
が
「
寺
北
陣
」
に
て
、
も
と
律
家
の
下
部
で
あ
っ
た
次
郎
入
道
を
「
打
殺
」
す
る
と
い
う
事
件
が

中世西大寺の寺院事跡捜について

お
こ
っ
た
。
そ
し
て
「
其
夜
公
文
代
覚
賢
房
・
寺
主
代
対
馬
房
」
が
「
寺
僧
奉
行
」
の
と
こ
ろ
へ
き
て
「
次
郎
入
道
本
盗
犯
之
上
、

A
7

（

M
｝
 

又
盗
苗
、
重
犯
者
之
困
、
為
若
輩
之
沙
汰
打
殺
候
了
」
と
報
告
し
た
。
ま
た
二
二
六
七
年
（
貞
治
六
）
の
「
検
断
規
式
条
々
」
に
は
、

犯
料
人
が
寺
僧
・
郷
民
で
あ
る
な
ら
ば
寺
僧
奉
行
が
そ
の
処
理
の
た
め
に
新
た
に
選
ば
れ
た
奉
行
人
と
共
に
執
行
さ
れ
る
べ
し
と
決
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
寺
僧
奉
行
は
名
の
知
く
律
家
側
の
寺
僧
に
対
す
る
窓
口
で
あ
り
、
寺
僧
に
関
す
る
事
柄
を
扱
う
奉
行
で
あ

っ
た
。

（
建
長
三
）

の

『
西
大
寺
々
本
検
注
井
目
録
取
帳
写
」

寺
本
奉
行
に
つ
い
て
は
「
寺
本
」
の
語
義
か
ら
説
明
す
る
。
一
二
五
一
年

に
記
載
さ
れ
て
い
る
甲
局
は
、
北
辺
二
坊
・
同
三
坊
・
同
四
坊
・
一
条
二
坊
・
同
三
坊
・
同
因
坊
・
二
条
三
坊
等
の
西
大
寺
寺
中
寺
辺

に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
一
三
六
八
年
（
応
安
元
）
一
二
月
八
日
の
「
西
大
寺
寺
本
田
畠
所
当
米
公
事
請
文
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
田（お）

畠
に
は
西
隆
寺
・
一
条
・
外
大
門
・
茶
園
・
坂
垣
内
・
フ
タ
セ
マ
チ
タ
・
穴
口
の
小
字
が
み
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
「
西
大
寺
敷
地
図
」

に
は
一
条
二
坊
の
九
坪
・
一

O
坪
・
一
五
坪
・
二
ハ
坪
に
西
隆
寺
の
名
が
み
ら
れ
、
そ
こ
は
西
大
寺
領
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述

L
た

一
二
五
一
年
の
「
検
注
井
目
録
取
帳
写
」
で
は
そ
こ
に
三
町
七
段
一
八

O
歩
の
田
畠
が
存
在
し
た
。
ま
た
こ
の
敷
地
図
に
は
南
一
条
大

9 

路
に
面
し
た
西
大
寺
の
南
大
門
が
外
大
門
と
記
さ
れ
て
お
り
、
茶
園
が
北
辺
三
坊
一
坪
に
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
坂
垣
内
等
二
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－
一
一
一
の
小
字
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
西
隆
寺
・
一
条
・
外
大
門
・
茶
園
の
小
字
の
位
置
か
ら
、
こ
の
請
文
に
記
載
さ
れ
て

も
と

い
る
田
畠
も
西
大
寺
寺
中
寺
辺
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
寺
本
田
畠
」
は
西
大
寺
の
「
寺
の
下
の
田
畠
」
と
い

も
と

う
意
味
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
寺
本
奉
行
は
「
寺
の
下
」
を
扱
う
奉
行
で
あ
っ
た
と
考
え
で
良
い
で
あ
ろ
う
。
西
大
寺
の
寺
辺
に
存
在
し

（お）

た
と
思
わ
れ
る
新
池
と
そ
の
井
米
米
に
関
し
て
、
そ
の
管
領
は
寺
本
奉
行
と
寺
僧
奉
行
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

盛
U
レ
ι

も
寺
本
奉
行
は
西
大
寺
寺
中
寺
辺
（
寺
の
下
）
を
管
轄
す
る
奉
行
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

以
上
、
律
家
の
役
職
は
奉
行
・
知
事
（
知
僧
事
）

綱
維
・
寺
僧
奉
行
・
寺
本
奉
行
・
年
預
で
あ
る
。
そ
し
て
、
律
家
は
寺
僧
奉
行

寺
本
奉
行
に
よ
っ
て
上
層
農
民
で
あ
る
寺
僧
や
在
地
を
支
配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
章
で
は
律
家
と
寺
僧
が
西
大
寺
寺
院
組

織
機
構
内
で
如
何
様
な
立
場
に
あ
っ
た
か
を
検
討
し
て
み
る
。

寺
院
組
織
機
構
内
で
の
律
家
と
寺
僧
の
位
置

（ー）

役
一
職
補
任
に
つ
い
て

寺
僧
が
役
職
に
補
任
さ
れ
る
そ
の
補
任
権
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
補
任
状
、
補

任
状
案
、
補
任
に
関
す
る
文
書
を
年
代
順
に
並
べ
た
も
の
が
表
皿
で
あ
る
。
補
任
の
決
定
は
A
・
G
－
H
で
は
「
依
衆
僧
之
議
定
」
、

D

で
は
「
衆
僧
加
評
定
置
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

「
衆
僧
」
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
B
・
C
で
は
「
依
賓
塔
院

（
案
）
に
衆
首
沙
門
（
律
家
の
長
老
）
が
奥
上
署
判
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
れ
ば
A
・
D
－
G
－
H
の
「
衆
僧
」
も

和
合
衆
之
議
定
」
と
な
っ
て
お
り
、
賓
塔
院
は
律
家
の
本
拠
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
和
合
衆
」
は
律
家
で
あ
る
。
ま
た
す
べ
て
の
補
任
状

律
家
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



な
お
、

E
の
白
衣
寺
僧
三
味
供
田
補
任
に
関
す
る
置
文

で
は
「
黒
白
評
定
可
補
之
旨
」
と
い
う
よ
う
に
黒
（
律
家
）

・
白
（
寺
弘
）
の
合
議
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
置
文
が

作
成
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
三
昧
供
田
の
補
任
を
め
ぐ
る

寺
僧
重
賢
と
寺
僧
春
清
の
相
論
が
同
年
の
二
月
か
ら
四
月

中iJt西大寺の寺院組織について

に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
ま
ず
「
今
年
長
老
西
国
御
下
向
之

以
前
、
以
頼
覚
之
闘
令
補
春
清
之
由
、
百
三
人
沙
汰
人
被

仰
付
畢
」
と
い
う
こ
と
で
春
清
に
三
昧
供
田
が
補
任
さ
れ

（お）

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
重
賢
は

「
嘗
寺
供
田

者
、
任
璃
次
被
補
任
之
幌
、
往
古
以
来
規
式
也
、
市
今
春

（
滑
）
誓
末
座
、
而
令
超
越
重
賢
之
僚
、
子
細
何
事
乎
」
と
春
清

よ
り
璃
次
の
高
い
自
分
に
補
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
訴

（
却
）

え
た
。
そ
の
訴
え
た
先
は
彼
の
訴
状
の
文
末
に
「
為
御
不

審
者
、
早
有
御
尋
寺
僧
方
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

律
家
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
重
訴
状
・
重
陳

11 

状
ま
で
か
わ
さ
れ
、
五
月
三
日
に
律
家
の
奉
行
の
署
名
で

契
約
（
側
が
大
進
房
重
賢
・
出
雲
一
房
春
清
宛
に
出
さ
れ
た
。

〔表凹〕寺僧の役職補任の決定機関と署名書

符
年・月・日 西暦 文書名 決定機関 署名者苛ロ

A弘安2.3 1279 寺主職補任状案 衆f普之議定 知事（知僧事）・年預

B 弘安5.6 1282 六日j争行職補任状案 賓塔院和合衆之議定 知僧事・年預

C嘉元3.12 1305 六日浄行職補任状 賓熔院和合衆之議定 知僧事

D元徳元.8.261324 公文職還補状 衆f曽加評定置 知事・網維・寺僧奉行

E康安2.5.3 1362 白衣寺僧三味供僧 黒白評定 律家10名・寺僧9名
回置文

F 貞t台5.12.231366 白衣寺僧座席置文 随僧坊之命 律家10名

G応、安6.2 1373 寺主職補任状案 衆僧之議定 知事・寺僧奉行

H 永和2.4 1376 公文職補任状案 衆イ曽之議定 知事・寺僧奉行

（注）すべて『西大寺文書』による。
補任状（案）には衆首沙門（律家の長老）が奥上署判をしている。
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そ
の
内
容
は
次
の
三
昧
供
田
の
闘
が
出
る
ま
で
「
供
田
二
反
之
内
、
各
一
反
戦
一
川
一
一
同
い
町
、
所
令
領
知
也
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
律
家
が
三
昧
供
田
補
任
の
た
め
に
寺
僧
沙
汰
人
を
召
し
仰
せ
付
け
て
い
る
こ
と
、
寺
僧
内
で
補
任
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
お
こ
っ
た

場
合
そ
の
上
級
権
力
者
と
し
て
律
家
が
裁
決
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
述
し
た
「
黒
白
評
定
L

も
律
家
と
寺
僧
が
共
に
補
任
権
を
有
す

る
の
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
律
家
が
こ
れ
を
掌
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
三
昧
供
田
の
置
文
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
僅
か
四
年
後
の
二
二
六
六
年
（
貞
治
五
）
に
つ
く
ら
れ
た
F
で
は
「
嘗
寺
々

僧
等
座
席
、
随
僧
坊
之
命
、
不
可
有
違
背
之
由
、
自
往
古
堅
所
有
制
禁
也
、

（
列
）

一
’
烈
之
名
字
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
中
略
）
若
於
背
先
規
弁
評
定
之
旨
輩
者
、
速
可
削
寺
僧

一
三
六
四
年
（
貞
治
三
）
の
「
西
大
寺
井
料
取
納
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
田
島
が

「
白
衣
方
分
」
と
「
僧
坊
方
分
」
と
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
o
F
の
「
僧
坊
之
命
」
に
随
う
こ
と
は
律
家
の
命
に
随
う
こ
と
で
あ
り
、
寺
僧
は
律
家
の
命
に
背
く
な
ら
ば
、
寺
僧
一
列
の
名
字

（弥）

を
削
ら
れ
追
放
さ
れ
る
立
場
の
者
で
あ
る
。
そ
し
て
寺
僧
は
律
家
に
「
任
於
先
規
加
御
評
定
蒙
下
知
上
者
、
向
後
時
可
専
其
旨
候
、
若

（列
d

（泊）

違
背
之
仁
出
来
之
時
者
、
速
可
削
寺
僧
一
烈
之
名
字
候
」
と
い
う
内
容
の
請
文
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（沼）

す
な
わ
ち
、
寺
僧
の
役
職
の
補
任
権
に
関
し
て
、
律
家
が
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
三
二
九
年
（
元
徳
一
冗
）
に
は
寺
僧

「
白
衣
」
が
寺
僧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
僧
坊
」
は
律
家
を
指
す
言
葉
で

の
事
柄
を
扱
う
寺
僧
奉
行
が
現
わ
れ
、
そ
れ
以
後
の
補
任
状
に
は
必
ず
知
事
と
と
も
に
署
名
し
て
い
る
。

次
に
、
寺
僧
が
役
職
に
補
任
さ
れ
る
条
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
文
書
を
表
に
し
た
も
の
が
表
町
で
あ
る
。

A

で
は
「
相
伝
之
道
理
」
、

B
で
は
「
重
代
之
所
職
」
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
弘
安
年
間
の
当
行
供
補
任
に
関
し
て
も
、
寺
僧
か
ら
そ
の

（お）

闘
を
補
う
僧
を
注
進
し
て
、
律
家
が
そ
れ
を
補
任
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
「
相
伝
之
道
理
」

が
補
任
の
条
件
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
四
世
紀
後
半
の
C
以
降
の
条
件
に
は

「
相
伝
之
道
理
」
は
見
ら
れ
ず
、
そ



れ
に
代
っ
て
「
器
用
」
が
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
五
世
紀
の

F
で
は

「
於
此
職
者
、
不
可
相
続
子
孫
」
と
い
う
こ
と
で
、

「
相
伝
之
道
理
」

は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
寺
僧
が
役
職
に
補
任
さ
れ
る
条
件
が
南
北
朝
期
を
通

じ
て
「
相
伝
之
道
理
」
か
ら
「
器
用
」
で
あ
る
こ
と
に
変
化
し
、
室

中世西大寺の寺院組織について

町
期
に
は
「
相
伝
之
道
理
」
は
全
く
否
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
律

一
四
四
六
年

家
の
寺
僧
支
配
の
強
化
の
一
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
泊
）

（
文
安
一
二
）
の
寺
主
永
覚
の
請
文
で
は
「
伯
長
老
様
弁
御
老
僧
蒙
御

（候）

成
敗
、
可
相
働
者
也
、
若
僧
衆
命
違
背
申
事
惣
者
、
雄
為
何
時
可
被
召

放
候
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
寺
僧
は
律
家
の
命
令
で
相
働
く
者
で

あ
り
、
も
し
そ
れ
に
背
け
ば
い
つ
で
も
役
職
を
放
た
れ
る
弱
い
立
場

の
者
で
あ
っ
た
。

（ニ）

検
断
に
つ
い
て

一
二
七
八
年
（
弘
安
元
）
七
月
に
別
当
乗
範
が
西
大
寺
の
ー田1

執
行

13 

職
之
検
断
以
下
」
を
叡
尊
に
寄
付
し
た
時
に
、
検
断
権
は
律
家
に
移

（お）

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
三
五
四
年
（
文
和
一
二
）
の

「
寺
僧
」
の
請

〔表町〕寺僧の役職補任の条件

符
fj'.・H・ fl 凶！？号 文書名 条件

一号

A 日正安2. 3 1279 寺J：職補任状案 tll伝之道理

B ;cf,¥bt. 8 .26 1329 公文職選補状 重代之所職

c ［表安2. 5 . 3 1362 白衣寺僧三日未｛共置文 日日用・鵡次

D 応安6. 2 1373 寺主職補任状案 機用

E ァk手ll2. 4 1376 公文職補任状案 機用

F 文安3. 6 1446 目代定尊，），＇｛文 不可キll続子孫

（注）すべて『西大寺文書』による。
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文
で
は
「
一
於
寺
辺
、
云
律
家
行
者
下
部
、
云
郷
民
、
称
有
其
科
、
不
申
入
別
当
、
不
蒙
律
家
許
可
而
、
直
不
可
行
自
由
之
検
断
事
」

と
記
載
さ
れ
、
当
時
寺
僧
の

「
自
由
之
検
断
」
は
否
定
さ
れ
て
い
た
。

一
三
六
七
年
（
貞
治
六
）
八
月
に
「
西
大
寺
敷
地
四
至
内
検
断
規
式
条
々
」
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
「
検
断
規
式
条
々
」
で
は
「
狼

薙
出
来
者
、
或
於
衆
舎
、
差
器
用
之
仁
詩
、
為
奉
行
人
可
令
沙
汰
之
、
但
犯
科
人
言
語
費
者
、
寺
僧
奉
行
相
共
可
被
執
行
、
若

（お）

為
行
者
浄
入
者
、
知
事
相
共
可
被
執
行
実
」
と
な
っ
て
い
る
。
狼
藷
が
出
来
す
る
と
、
律
家
で
構
成
さ
れ
る
衆
会
で
そ
れ
を
検
断
す
る

「
僧
中
」

（
律
家
）
か
ら
選
ば
れ
、
犯
科
人
が
寺
僧
・
郷
民
で
あ
る
な
ら
ば
寺
僧
奉
行
と
相
伴
っ
て
執
行
し
、
行
者
・

奉
行
人
二
人
が

（幻）

浄
人
で
あ
る
な
ら
ば
知
事
と
相
伴
っ
て
執
行
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
執
行
奉
行
人
と
な
る
二
人
の
奉
行
・
寺
僧
奉

行
・
知
事
は
す
べ
て
律
家
で
あ
り
、
寺
僧
は
検
断
に
関
し
て
全
く
権
限
な
き
状
態
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
律
家
が
犯

科
人
で
あ
る
場
合
の
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
律
家
が
自
ら
検
断
を
行
い
処
理
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
寺
僧
の
場

合
は
彼
等
の
内
か
ら
犯
科
人
を
出
し
た
時
で
さ
え
自
ら
検
断
を
な
し
え
ず
、
律
家
の
執
行
奉
行
人
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

（鑓）

る
。
こ
の
置
文
に
現
わ
れ
た
寺
僧
の
立
場
は
律
家
と
は
全
く
異
な
り
、
本
質
的
に
は
郷
民
等
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
現
実
に
こ
の
置
文
の
如
く
検
断
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
三
七
一
年
（
応
安
四
）
六
月
四
日
に
弁
才
天

拝
殿
で
寺
僧
で
あ
る
少
輔
房
・
定
賢
房
・
伊
賀
房
・
春
宗
一
房
一
と
同
じ
寺
僧
で
あ
る
伊
与
一
房
一
・
覚
宗
房
・
義
円
房
と
が
口
論
し
、
そ
の
結

果
定
賢
一
房
殺
害
ま
で
に
及
ぶ
事
件
が
お
こ
っ
た
。
そ
し
て
少
輔
一
房
・
伊
賀
房
・
春
宗
一
房
の
兄
弟
三
人
は
当
日
追
い
出
さ
れ
、
少
輔
房
の

住
屋
は
破
却
さ
れ
た
。
特
に
少
輔
房
と
伊
賀
一
房
は
以
前
に
「
八
幡
山
」
に
お
い
て
「
伐
盗
」
し
、

つ
後
七
日
新
足
弁
夏
中
粥
析
等
」
を

住
之
沙
汰
」
と
な
っ
た
。

「
永
不
可
有
還
住
之
儀
」
と
な
っ
た
。
ま
た
定
賢
房
を
殺
害
し
た
伊
与
房
と
覚
宗
一
房
一
も
「
輯
不
可
及
還

（

断

）

（

畢

）

「
嘗
寺
検
新
者
、
律
家
進
止
之
問
、
則
任
先
規
致
其
沙
汰
候
早
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
検
断
は
す
べ

「
盗
取
」
し
た
こ
と
に
よ
り
、



て
律
家
が
お
こ
な
い
寺
僧
は
全
く
関
与
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
寺
僧
は
義
円
房
と
春
宗
房
に
関
し
て
「
此
二
人
者
、
札
一
畑
町
座
、
始
終

更
不
及
一
言
之
口
入
、
又
不
共
刃
傷
殺
害
之
事
候
問
、
不
有
御
免
之
由
」
と
「
歎
申
」
し
て
赦
罪
を
請
う
の
み
で
あ
る
。
結
局
そ
れ
も

（列）

「
既
為
兄
弟
烈
其
座
上
者
、
可
被
虚
同
科
、
追
可
有
尋
沙
汰
之
由
」
と
い
う
「
僧
中
」

（
律
家
）
よ
り
の
返
答
に
よ
っ
て
終
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
律
家
の
検
断
の
内
容
は
一
三
六
七
年
の
「
検
断
規
式
条
々
」
の

（畢）

汰
候
早
」
の
「
先
規
」
と
は
こ
の

「
一
殺
害
事
」
の
条
項
と
矛
盾
せ
ず
、

「
任
先
規
致
其
沙

「
検
断
規
式
条
々
」
を
指
す
も
の
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
一
三
六
七
年
の
「
検

中世西大寺の寺院組織について

断
規
式
条
々
」
は
現
実
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

無
名
人
文
に
も
律
家
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
寺
僧
の
姿
が
現
わ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た

一
無
名
人
文
事
似
落
書
起
請

「
検
断
規
式
条
々
」
で
は

難
狼
籍
出
来
、
若
不
露
顕
者
、
以
無
名
人
文
可
治
定
也
、
其
次
第
者
、
先
書
手
之
名
字
可
注
進
館
詰
畑
町
抑
制
、
次
於
四
王
堂

可
収
納
之
柿
野
官
、
次
於
二
聖
院
可
被
披
之
、
次
於
衆
会
加
評
定
、
可
有
罪
科
也
、
其
書
手
之
為
ず
、
寺
僧
者
可
為
上
璃

中
璃
、
郷
民
者
可
為
上
十
人
、
浄
入
者
可
為
上
二
十
人
、
行
者
々
可
為
上
十
人
也
、

（
下
略
）

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
最
初
に
書
手
の
名
字
が
注
進
さ
れ
る
が
、

「
寺
僧
方
」
は
寺
僧
で
あ
る
公
文
が
沙
汰
し
、

寸
僧
坊
方
」
は

律
家
で
あ
る
知
事
が
沙
汰
す
る
。
そ
し
て
寺
僧
の
拠
点
で
（
片
る
四
玉
堂
で
収
納
さ
れ
る
が
、
そ
の
ゆ
一
流
入
は
知
事
・
綱
維
・
寺
僧
奉
行

で
す
べ
て
律
家
で
あ
る
。
次
に
律
家
の
建
物
で
あ
る
こ
聖
院
で
披
か
れ
、
律
家
で
構
成
さ
れ
る
集
針
、
で
罪
科
の
決
定
が
な
さ
れ
る
。
ム
ね

そ
ら
く
寺
僧
は
四
王
堂
で
の
収
納
ま
で
し
か
関
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
は
律
家
の
み
で
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
律
家
が
書
手
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
等
が
支
配
者
と
し
て
無
名
人
文
を
資
料
に
判
断

15 

し
、
罪
科
を
決
定
す
る
立
場
の
者
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
律
家
は
資
料
作
成
の
み
に
携
わ
る
寺
僧
と
は
全
く
立
場
を
異
に
す
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る
者
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
寺
僧
は
検
断
権
を
有
さ
ず
、
寺
僧
内
部
の
事
件
に
関
し
て
も
自
ら
処
理
で
き
、
ず
、
必
ず
律
家
の
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば

起
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
三
五
三
年
（
文
和
三
）

二
月
一
二
日
に
森
屋
庄
百
姓
等
の
起
請
文
が
西
大
寺
に

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
無
名
人
文
で
も
寺
僧
は
律
家
と
立
場
を
異
に
し
、
被
支
配
者
で
あ
る
郷
民
と
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

か
ら
、
こ
の
一
三
六
七
年
（
貞
治
六
）
の
「
検
断
規
式
条
々
」
は
律
家
が
寺
僧
・
郷
民
等
の
支
配
強
化
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

（三）

荘
園
管
理
に
つ
い
て

律
家
が
西
大
寺
運
営
の
実
権
を
掌
握
し
た
弘
安
以
後
、
西
大
寺
に
寄
進
さ
れ
た
荘
園
は
わ
か
る
も
の
だ
け
で
十
余
ケ
庄
に
及
ぶ
。
こ

こ
で
は
荘
園
の
支
配
機
構
内
で
寺
僧
の
位
置
と
そ
の
役
割
を
具
体
的
に
示
す
大
和
国
森
屋
庄
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。

叡
尊
入
寺
以
前
の
一
二
二
九
年
（
寛
喜
元
）
四
月
三
日
の
尼
尊
印
の
寄
進
開
に
は
「
若
自
雄
代
々
別
当
、
難
問
中
乙
之
輩
、
有
致
妨
事

奏
聞
、
可
蒙
勅
定
也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
荘
園
は
尼
尊
印
か
ら
寺
僧
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
面

積
は
二
町
八
段
で
年
貢
は
二
八
石
五
斗
で
あ
る
。
し
か
し
年
未
詳
の
後
醒
醐
天
皇
の
給
能
で
は
そ
の
所
務
は
律
家
が
行
う
こ
と
に
な
っ

者
、
寺
僧
等
早
経

て
お
り
、
こ
の
期
間
に
森
屋
庄
の
庄
務
権
は
寺
僧
か
ら
律
家
に
移
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
論
旨
に
は
当
時
森
屋
庄
に
「
方
々
違
乱
」
が

提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
一
三
五
八
年
（
延
文
三
）
に
は
律
家
に
よ
っ
て
「
森
屋
庄
五
ケ
条
置
文
」
と
「
森
屋
庄
年
貢
支
配
置
文
」
が
作
成

（

H
H）
 

さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
お
こ
っ
た
「
方
々
違
乱
」
の
た
め
に
、
律
家
は
文
和
か
ら
延
文
に
か
け
て
森
屋

庄
の
支
配
を
再
建
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
き
れ
る
。



そ
こ
で
、
こ
の
五
ケ
条
の
置
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

定
置西
大
寺
森
屋
庄
間
事

一
、
寺
僧
上
六
人
之
内
一
人
与
僧
坊
斎
戒
一
両
人
、
可
為
其
納
所
沙
汰
人
、
其
徐
入
者
、
不
可
相
椅
事
、

（
中
略
）

中世西大寺の寺院組織について

一
、
嘗
庄
百
姓
等
、
為
毛
見
対
寺
僧
井
定
使
等
、
不
可
酒
饗
、
縦
睦
致
其
沙
汰
、
不
可
受
用
事
、

（
省
略
）

第
一
条
の
「
僧
坊
斎
戒
」
と
は
菩
薩
戒
を
授
け
ら
れ
た
律
家
方
の
在
家
の
人
間
で
あ
ぷ
「
彼
等
と
共
に
寺
僧
の
上
位
六
人
の
内
一
人
が

沙
汰
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
毛
見
」
で
も
「
定
使
」
と
共
に
寺
僧
が
担
当
し
て
い
る
。
鎌
倉
後
期
以
降
の
東
大
寺
の
惣
寺
支
配
に

（
日
明
）

お
い
て
は
寺
辺
に
居
住
す
る
公
人
が
使
者
と
し
て
年
貢
取
立
等
の
雑
用
に
従
事
し
、
興
福
寺
で
は
郡
使
・
公
人
が
国
内
の
検
断
を
実
行

（

U
）

（

絹

）

し
、
院
家
の
郷
民
支
配
で
は
仕
丁
・
承
仕
が
定
使
と
し
て
連
絡
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
和
に
お
け
る

「
定
使
」
の
身
分
を

考
虚
す
れ
ば
、
西
大
寺
の
「
定
使
」
は
律
家
で
は
な
く
、
彼
等
の
下
部
で
あ
る
浄
人
・
行
人
等
と
推
測
さ
れ
、
寺
僧
も
「
僧
坊
斎
戒
」
・

「
定
使
」
と
い
う
律
家
の
下
部
と
共
に
律
家
の
命
令
の
下
に
雑
務
を
行
う
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（四）

用
水
管
理
に
つ
い
て

西
大
寺
に
は
、
す
で
に
宝
月
圭
吾
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
二
一
一
五
九
年
（
延
文
四
）
の
西
大
寺
新
池
と
そ
の
井
料
米
に
関
す
る
置

17 

文
が
あ
る
。
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定
置西
大
寺
新
池
井
弁
料
米
間
事

一
、
彼
池
之
官
領
、
向
後
者
、
以
寺
本
奉
行
弁
寺
僧
奉
行
、
可
為
其
仁
鉢
事
、

一
、
諸
方
之
分
水
平
等
、
不
可
有
偏
頗
之
儀
事
、

一
、
分
水
之
時
者
、
為
官
領
之
計
、
差
器
要
仁
、
可
令
分
之
、
於
彼
役
人
、
努
不
可
有
別
相
偉
之
儀
、

（
下
略
）

一
、
井
守
之
仁
鉢
者
、
於
郷
民
浄
人
之
中
、
差
器
要
三
四
人
、
可
令
沙
汰
、
此
亦
不
可
有
別
相
侍
之
儀
、

（
下
略
）

一
、
井
料
米
者
、
段
別
二
升
宛
之
所
役
也
、

（
下
略
）

一
、
彼
井
料
米
之
官
領
、
以
寺
本
奉
行
井
寺
僧
奉
行
、
可
為
其
仁
鉢
事
、

一
、
井
料
米
収
納
之
在
所
、
以
官
物
蔵
可
為
其
納
所
、
又
同
以
彼
蔵
之
沙
汰
人
弁
分
水
奉
行
之
人
、
可
為
此
米
沙
汰
人
、
於
自
徐

（絡）

者
、
縦
雄
為
井
守
不
可
締
事
、

一
、
井
料
米
之
下
向
、
向
後
者
、
毎
度
以
衆
議
可
下
行
之
、

（
下
略
）

右
彼
新
池
者
、
開
山
菩
薩
之
御
草
創
、
嘗
所
要
水
之
井
池
也
、

（
下
略
）

こ
の
新
池
と
井
料
米
を
管
領
す
る
の
は
寺
本
奉
行
と
寺
僧
奉
行
で
共
に
律
家
で
あ
る
。
分
水
時
に
は
、
彼
等
に
よ
っ
て
そ
の
雑
務
に
携

わ
る
「
彼
役
人
」

（
分
水
奉
行
）
が
任
命
さ
れ
、
郷
民
・
浄
人
の
内
か
ら
二
了
四
名
の
井
守
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
分
水
奉
行
の
任
命
に

寺
僧
の
事
柄
を
扱
う
寺
僧
奉
行
が
係
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
水
奉
行
は
寺
僧
と
考
え
て
ま
ず
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
分
水
奉
行

は
寺
本
奉
行
・
寺
僧
奉
行
の
下
で
宮
物
沙
汰
人
と
共
に
井
料
米
を
管
理
す
る
沙
汰
人
と
な
っ
て
い
る
。
律
家
の
奉
行
が
新
池
と
井
料
米

（切）

を
管
領
し
て
い
る
こ
と
、
律
家
の
衆
議
が
井
料
米
の
下
行
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
、
律
家
が
こ
の
置
文
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、



西
大
寺
新
池
と
そ
の
井
料
米
に
関
す
る
権
限
は
律
家
が
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。

一
方
寺
僧
の
立
場
は
、
律
家
の
指
示

に
従
っ
て
分
水
時
に
雑
務
を
担
当
す
る
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
寺
僧
が
こ
の
よ
う
な
専
門
の
役
人
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
等
が
雑
務

（日）

に
た
け
た
能
力
を
有
す
る
器
用
な
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
能
力
は
郷
民
等
が
井
守
に
選
ば
れ
て
い
る
の
と
同
じ
く
、

彼
等
が
在
地
の
上
属
農
民
で
あ
る
故
に
備
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
こ
の
章
で
は
役
職
補
任
・
検
断
・
荘
園
管
理
・
用
水
管
理
に
つ
い
て
南
北
朝
期
の
置
文
を
中
心
に
分
析
し
た
。
そ
こ
で
は
律

中世西大寺の寺院組織について

家
が
支
配
者
と
し
て
実
権
を
掌
握
し
、
寺
僧
は
全
く
権
限
な
き
状
態
で
西
大
寺
寺
院
組
織
機
構
の
末
端
に
住
置
付
け
ら
れ
、
律
家
の
命

令
に
従
い
下
部
・
郷
民
等
と
共
に
雑
務
に
携
わ
る
立
場
の
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
寺
僧
が
雑
務
に
た
け
た

能
力
を
有
す
る
上
層
農
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
て
こ
れ
ら
の
置
文
に
示
さ
れ
た
状
況
は
現
実
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
現
実
の
状
況
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
少
な
い
。
し
か
し
前
述
し
た
知
く
二
二
七
一
年
（
応
安
四
）
の
定
賢

一
三
六
七
年
（
貞
治
六
）
の

「
検
断
規
式
条
々
」
に
従
っ
て
検
断
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、

房
殺
害
事
件
で
は
、

こ
れ
ら
の
置
文
が
現
実
に
機
能
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
置
文
の
中
に
現
わ
れ
た
律
家
・
寺
僧
の
立
場
と
そ
の
役
割
は
現
実
と

そ
れ
程
違
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

律
家
に
よ
る
支
配
の
整
備

一
三
五
四
年
（
文
和
一
二
）
の
寺
僧
の
次
郎
入
道
殺
害
事
件
で
、
寺
僧
と
律
家
と
が
対
立
し
た
時
の
わ
互
い
の
主
張
か
ら
、
当
時
の
西

大
寺
の
制
法
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
寺
僧
は
「
彼
入
道
本
盗
犯
之
上
、

A
7
又
夜
中
苗
用
候
、
此
条
者
律
家
三
ケ
条
之
制
法
、

19 

寺
僧
二
ケ
条
制
法
、
五
ケ
条
禁
制
之
内
也
、
而
彼
入
道
破
所
之
制
法
之
問
、
任
法
致
其
沙
汰
候
」
と
述
べ
、

次
郎
入
道
殺
害
の
正
当
性
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を
主
張
し
た
。

一
方
律
家
は
「
黒
白
一
同
五
ケ
条
之
制
法
者
、
律
家
二
一
ケ
条
者
麦
盗
・
苗
盗
・
薪
盗
、
白
衣
二
ケ
条
者
穂
拾
井
田
餅
買

也
、
此
外
都
無
別
制
、
若
夜
苗
用
入
者
、
可
為
六
ケ
条
之
制
法
欺
、
而
六
ケ
条
制
法
事
者
、
古
今
更
其
儀
不
聞
如
何
」
と
そ
の
不
当
性

を
主
張
し
た
。
寺
僧
・
律
家
が
共
に
寺
僧
二
ケ
条
、
律
家
三
ケ
条
の
計
五
ケ
条
の
制
法
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
西
大
寺
に

は
五
ケ
条
の
制
法
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
寺
僧
が
律
家
へ
の
返
答
に
窮
し
た
こ
と
は
、
律
家
の
主
張
が
正
当
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
五
ケ
条
の
内
容
は
麦
盗
・
苗
盗
・
薪
盗
・
穂
拾
・
田
餅
買
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
三
五
四
年
（
文

和
三
）
に
は
ま
だ
「
黒
白
一
同
」
の
五
ケ
条
の
制
法
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
僅
か
二
一
一
年
後
の
一
三
六
七
年
（
貞
治
六
）
に
は
律
家
に
よ
っ
て
「
検
断
規
式
条
々
」
が
作
成
さ
れ
、
殺
害
・

決
め
ら
れ
た
。
ま
た
一
三
五
八
年
（
延
文
三
）
に
は
「
森
屋
庄
年
貢
支
配
置
文
」
・
「
森
屋
庄
五
ケ
条
置
文
」
が
、

一
三
五
九
年
（
延
文

万
傷
・
悪
口
弁
打
榔
・
盗
犯
・
泊
酒
・
放
火
・
罪
科
人
寄
宿
・
一
向
念
偽
衆
・
犯
他
妻
・
旧
制
違
犯
の
一

0
項
目
に
わ
た
っ
て
刑
罰
が

四
）
に
は
「
西
大
寺
新
池
弁
弁
料
米
置
文
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
文
和
か
ら
貞
治
に
か
け
て
律
家
の
支
配
が
急
速
に
制
度
的

（日）

に
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
時
西
大
寺
で
は
一
三
五
四
年
（
文
和
一
二
）
の
寺
僧
と
律
家
の
対
立
、
一
三
五
六
年

（日）

（
延
文
元
）
の
寺
僧
菅
原
琳
俊
武
蔵
房
の
西
大
寺
に
対
す
る
闘
争
、
二
二
六

O
年
（
延
文
五
）
の
西
大
寺
別
当
と
律
家
の
対
苓
鎌
倉

末
期
か
ら
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
の
森
屋
庄
で
の
「
方
々
違
乱
」
等
か
ら
、
弘
安
以
来
の
律
家
の
支
配
が
激
し
く
動
揺
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
、
律
家
は
早
急
に
前
述
し
た
如
く
検
断
以
下
種
々
の
事
柄
に
わ
た
っ
て
置
文
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
二
三
九
年
（
元
徳
元
）
の
律
家
の
寺
僧
支
配
の
要
で
あ
る
寺
僧
奉
行
の
出
現
や
二
二

O
三
年
（
嘉
元
二
）
の
無
名
人
文
の
制
定
等
、
律
家
は
鎌
倉
末
期
か
ら
徐
々
に
支
配
機
構
の
整
備
に
努
め
て
い
る
が
、
特
に
文
和
か
ら

（日）

貞
治
に
か
け
て
の
時
期
は
、
律
家
の
支
配
機
構
の
整
備
に
お
い
て
画
期
的
な
時
期
で
あ
っ
た
。



お
わ
り
に

最
後
に
律
家
の
支
配
の
特
質
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

在
地
の
上
層
農
民
で
あ
る
寺
僧
が
一
た
び
一
致
団
結
し
て
律
家

に
反
抗
し
た
場
合
、
そ
の
出
身
が
全
国
各
地
に
散
在
し
、
寺
僧
の
如
き
在
地
性
を
有
さ
な
い
律
家
は
独
力
で
そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で

（
閉
山
）

き
ず
、
常
に
輿
福
寺
等
の
上
級
権
力
を
頼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
律
家
の
支
配
の
在
り
方
は
、
寺
僧
だ
け
で
な
く

中世西大寺の寺院組織について

大
和
の
西
大
寺
領
の
百
姓
に
対
し
て
も
み
ら
れ
た
。

一
三
六
八
年
（
応
安
元
）

一
二
月
八
日
の

「
西
大
寺
寺
本
田
畠
所
嘗
米
公
事
請
文
」

の
宛
所
に
は
、

「
西
大
寺
御
奉
行
所
」
と
「
六
方
衆
御
中
」
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
本
田
島
は
西
大
寺
の
根
本
所
領
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
興
福
寺
の
管
領
す
る
田
畠
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
六
方
衆
御
中
」
の
記
載
は
、
律
家
が
輿

福
寺
の
権
力
と
権
威
を
背
景
に
初
め
て
百
姓
に
対
し
強
力
に
支
配
で
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

庄
の
「
百
姓
等
請
文
」
で
も
同
様
に
「
令
存
私
曲
構
申
虚
誕
者
、
為
六
方
可
蒙
重
料
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
三
五
二
年
（
文
和
二
）
の
森
屋

以
上
、
弘
安
以
降
西
大
寺
運
営
の
実
権
を
握
っ
た
律
家
は
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
支
配
機
構
の
整
備
に
努
め
、
特
に
文

和
か
ら
貞
治
に
か
け
て
は
動
揺
し
て
い
た
支
配
を
再
建
す
る
た
め
に
種
々
の
置
文
を
作
成
し
、
在
地
の
上
層
農
民
で
あ
る
寺
僧
を
寺
院

組
織
機
構
の
末
端
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
律
家
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
支
配
機
構
の
整
備
は
、
寺
僧
の
律
家
に
対
す
る
度
々

の
抗
争
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
寺
院
組
織
内
部
を
も
含
め
た
広
範
囲
な
分
野
で
闘
争
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
百
姓
勢
力
と
対
抗
す

る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
寺
院
上
層
部
に
と
っ
て
支
配
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
、
寺
院
組
織
内
部
の
動
揺
の
張
本
人
で

あ
る
百
姓
出
身
の
寺
僧
等
を
、
忠
実
な
走
狗
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
早
急
の
課
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
彼
等
が
支
配
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を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
器
用
な
者
で
あ
る
百
姓
出
身
の
寺
僧
を
寺
内
か
ら
追
放
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
故
に
領
主
支
配
は
常
に
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寺
院
組
織
内
部
に
階
級
矛
盾
を
内
包
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
本
寺
で
あ
る
輿
福
寺
権
力
が
、
律
家
の
支
配
機
構
の
整
備
と
そ
の
支
配
を
背
後
か
ら
支
持
し
、
保
障
し
た
点
か
ら
、
西
大

寺
寺
院
組
織
機
構
の
機
能
と
役
割
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
当
然
輿
福
寺
と
西
大
寺
の
本
末
組
織
ま
で
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
（
1
）
最
近
の
寺
院
研
究
に
関
す
る
論
文
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
世
大
和
の
寺
院
と
在
地
勢
力
｜
｜
西
大
寺
を
中
心
に
し
て
｜
｜
」
（
『
ヒ
ス
ト

リ
ア
』
第
八
五
号
）
の
注
1
・
2
・
3
を
参
照
し
て
項
き
た
い
。

（
2
）
前
掲
拙
稿
α

（
3
）
西
大
寺
を
扱
っ
た
論
文
に
は
、
黒
田
俊
雄
「
村
落
共
同
体
の
中
世
的
特
質
」
（
『
日
本
中
世
封
建
制
論
』
）
、
田
中
稔
「
西
大
寺
に
お
け
る

『
律
家
』
と
『
寺
僧
』
｜
｜
文
和
三
年
『
西
大
寺
白
衣
寺
僧
沙
汰
引
付
』
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
L

（
『
仏
教
芸
術
』
六
二
号
）
、
太
田
順
一
一
一
「

西
大
寺
の
領
域
的
支
配
の
確
立
と
絵
図
」
（
竹
内
理
三
博
士
古
稀
記
今
U
会
編
『
続
荘
園
制
と
武
家
社
会
』
）
等
が
あ
る
。

（
4
）
前
掲
拙
稿
。
拙
稿
に
つ
い
て
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
戴
い
た
。
入
間
田
宣
夫
氏
は
西
大
寺
寺
僧
は
上
層
農
民
と
い
う

よ
り
も
む
し
ろ
地
主
と
い
う
性
格
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
御
指
摘
下
さ
っ
た
。
私
も
彼
等
は
一
般
の
作
人
と
い
う
よ
り
も
地
主
職
を

保
有
す
る
者
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
等
が
生
産
活
動
か
ら
全
く
遊
離
し
た
寄
生
地
主
的
な
者
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

在
地
の
上
層
農
民
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
者
な
の
か
と
い
う
点
で
、
寺
僧
琳
俊
が
隠
回
等
の
た
め
に
西
大
寺
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
寺
僧
の
大
半
が
西
大
寺
に
常
住
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
等
は
在
地
の
上
層
農
民
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た

田
中
稔
氏
は
、
寺
僧
は
在
地
の
百
姓
身
分
の
者
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
侍
身
分
の
者
に
匹
敵
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
御
指
摘
下
さ

っ
た
。
当
然
そ
の
よ
う
な
者
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
寺
僧
を
在
地
の
侍
身
分
に
限
定
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
私
は
百
姓
身

分
の
上
層
の
者
は
常
に
侍
身
分
に
上
昇
す
る
可
能
性
を
有
し
、
双
方
の
境
目
は
明
確
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
に
寺
僧
の
中

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
た
機
会
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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に
上
層
農
民
が
進
出
す
る
こ
と
も
十
分
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
一
二
八
五
年
（
弘
安
八
）
の
大
和
の
百
姓
か
ら
興
福
寺
に
提
出
さ
れ

た
「
悪
党
交
名
注
進
状
」
に
は
「
ワ
ツ
カ
ニ
た
み
の
ス
へ
ニ
テ
候
物
カ
、
今
ハ
寺
僧
ト
カ
ウ
シ
テ
、
ヲ
モ
ウ
サ
マ
ニ
フ
ル
マ
イ
候
」

（
『
春
日
神
社
文
書
』
第
一
巻
五
五
八
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
身
分
の
流
動
性
が
中
世
身
分
制
の
特
質
の
一
つ

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（5
）
甲
中
稔
氏
は
「
文
和
三
年
に
見
え
る
『
執
行
』
お
よ
び
『
執
行
代
』
は
共
に
琳
俊
で
あ
り
、
『
執
行
』
は
『
執
行
代
』
の
誤
り
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
『
代
』
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
る
。
（
中
略
）
執
行
職
は
律
家
が
握
り
、
そ
の
代
官
と
し
て
執
行
代
が
置
か
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
田
中
前
掲
論
文
）
。
同
様
に
寺
主
と
寺
主
代
、
公
文
と
公
文
代
が
同
一
人
物
の
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
「
寺
主
職
補
任
状
案
」
・
「
公
文
職
補
任
状
案
」
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
寺
主
・
公
文
・
上
座
・
執
行
を
単
に
「
代
」
の
省
略

し
た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
か
は
疑
問
に
感
じ
る
。

（6
）
弘
安
五
年
六
月
西
大
寺
四
王
金
堂
六
日
浄
行
職
補
任
状
案
（
式
震
国
立
文
化
財
研
究
所
所
蔵
写
真
版
『
西
大
寺
文
章
E
o－
－
以
下
『
西

大
寺
文
書
』
の
場
合
は
略
す
Y
O

（7
）
弘
安
五
年
六
月
一
七
日
西
大
寺
嘗
行
衆
交
名
注
進
状
。

（8
）
康
安
二
年
四
月
春
清
陳
状
。

（9
）
稲
葉
伸
道
「
中
世
東
大
寺
寺
院
構
造
研
究
序
説
」
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』
創
刊
号
）
。

（
叩
）
文
和
三
年
六
月
西
大
寺
白
衣
寺
僧
沙
汰
引
付
。

（
日
）
「
為
秋
篠
沙
汰
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
鎌
倉
末
の
西
大
寺
と
秋
篠
寺
の
相
論
の
時
に
借
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ロ
）
応
安
六
年
二
月
西
大
寺
寺
主
職
補
任
状
案
。

（
日
）
康
安
二
年
五
月
三
日
奉
行
円
口
契
約
状
。

（
M
）
嘉
元
三
年
間
一
二
月
西
大
寺
田
玉
金
堂
六
口
浄
行
職
補
任
状
。

（
店
）
前
掲
拙
稿
。

（
日
）
注
（
6
）
と
（
HYo

（
口
）
問
中
前
掲
論
文
。
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（
問
）
弘
安
元
年
七
月
八
日
西
大
寺
別
当
法
印
乗
範
童
文
。

（
叩
）
『
興
福
寺
別
当
次
第
』
（
『
続
々
群
書
類
従
』
第
二
巻
）
・
『
興
福
寺
三
綱
補
任
』
（
『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
下
）
。

（
却
）
延
文
元
年
六
月
三
ハ
日
範
宗
書
状
。

（
幻
）
注
（
印
）
。
『
輿
福
寺
三
綱
補
任
』
の
範
定
は
範
宗
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
辺
）
東
寺
で
は
僧
綱
別
当
と
凡
僧
別
当
が
あ
り
、
凡
僧
別
当
は
少
別
当
と
も
称
し
、
僧
綱
に
容
易
に
な
れ
な
か
っ
た
東
寺
寺
僧
の
中
か
ら
補

任
さ
れ
た
が
、
一
一
四
五
年
（
久
安
元
）
以
後
寺
務
の
進
止
に
か
か
る
も
の
と
な
り
、
寺
僧
以
外
の
寺
務
の
執
事
が
こ
れ
を
所
帯
す
る

場
合
も
あ
り
、
寺
務
の
代
官
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
が
、
一
応
東
寺
一
寺
の
統
括
者
で
あ
り
、
寺
務
と
寺
僧
と
の
連
絡
調
整
に
あ
た
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
富
田
正
弘
「
中
世
東
寺
の
寺
院
組
織
と
文
書
授
受
の
構
造
」
〔
『
京
都
府
立
総
合
資
料
館
紀
要
』
第
八
号
〕
可

（
お
）
田
中
氏
は
律
家
の
本
拠
が
賓
塔
院
で
あ
り
、
寺
僧
の
本
拠
が
四
王
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
田
中
前
掲
論
文
）
。

（
判
的
）
注
（
叩
）
。

（
お
）
東
京
大
学
所
蔵
。
『
奈
良
一
六
大
寺
大
観
・
西
大
寺
』
。

（
部
）
延
文
四
年
一
一
月
一

O
日
西
大
寺
新
池
弁
井
料
米
置
文
。

（
幻
）
寺
僧
は
白
衣
寺
僧
・
白
衣
僧
・
白
衣
方
と
呼
ば
れ
、
律
家
は
僧
中
・
律
家
方
・
律
衆
・
黒
衣
方
と
呼
ば
れ
た
（
田
中
前
掲
論
文
）
。
黒
田

俊
雄
氏
は
白
衣
寺
僧
は
興
福
寺
支
配
下
の
大
和
各
地
に
散
在
し
た
白
人
ま
た
は
白
衣
神
人
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
黒
目
前
掲
論
文
可

（
泊
）
注
（
8
）。

（
却
）
康
安
二
年
二
月
一
一
日
寺
僧
重
賢
訴
状
。

（
却
）
注
（
日
）
。

（
況
）
貞
治
五
年
二
一
月
二
五
日
西
大
寺
白
衣
寺
僧
座
席
請
文
。

（
沼
）
田
中
氏
は
寺
僧
の
役
職
の
補
任
に
関
し
て
律
家
の
評
定
を
経
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
田
中
前
掲
論
文
）
。

（
お
）
弘
安
二
年
二
月
一
二
日
西
大
寺
当
行
供
注
進
状
。
同
三
年
正
月
一
九
日
西
大
寺
当
行
供
注
進
状
。

（
担
）
文
安
三
年
六
月
西
大
寺
中
守
主
永
覚
請
文
案
（
『
額
安
寺
文
書
』
六
六
〔
『
郡
山
市
史
』
〕
）
。
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一中世西大寺の寺院組織について

（
話
）
田
中
前
掲
論
文
。

（
謁
）
前
節
で
「
衆
僧
」
が
「
賓
塔
院
和
合
衆
」
を
指
し
た
こ
と
、
一
三
五
九
年
（
延
文
四
）
一
一
月
一

O
日
の
「
西
大
寺
新
池
井
井
料
米
置

文
」
に
「
且
為
奉
助
先
師
之
素
意
、
且
依
思
有
将
来
之
失
墜
、
上
件
保
々
為
衆
議
所
定
置
也
」
と
記
載
さ
れ
、
こ
れ
を
作
成
し
た
「
衆
議
」

が
「
先
師
」
つ
ま
り
叡
尊
の
弟
子
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
「
検
断
規
式
」
が
律
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
衆
会
も
律
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の
西
大
寺
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
衆
措
」
・
「
衆
議
」
・
「
鼻
水
会
」

の
ほ
と
ん
ど
が
律
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
訂
）
一
四
五
一
年
（
宝
徳
三
）
六
月
二
五
日
に
「
一
行
者
浄
人
不
可
橋
俗
人
等
別
主
事
」
と
い
う
禁
制
が
綱
維
義
寅
・
知
事
唯
一
の
署
名
で
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
署
名
者
の
中
に
寺
僧
奉
行
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
行
者
・
浄
人
は
寺
僧
方
で
は
な
く
、
律
家
方
の
下
部

で
あ
る
。
な
お
名
称
か
ら
み
て
彼
等
は
寺
院
内
で
「
行
」
を
す
る
者
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
犯
）
『
大
日
本
史
料
』
で
は
「
寺
僧
奉
行
」
が
「
卓
福
・
奉
行
」
と
な
っ
て
い
る
。
太
田
順
三
氏
も
同
様
に
読
ま
れ
、
犯
科
人
が
寺
僧
・
郷

民
の
場
合
に
寺
僧
方
が
律
家
方
奉
行
人
と
協
同
し
て
対
処
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
寺
僧
奉
行
」
の
言
葉
が
「
知
事
」

と
い
う
役
職
と
対
に
な
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
律
家
の
役
職
で
あ
る
寺
僧
奉
行
を
指
す
も
の
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

ま
た
太
田
氏
は
前
述
の
よ
う
な
認
識
か
ら
、
こ
の
検
断
規
式
は
律
家
が
寺
僧
の
同
意
を
得
て
定
め
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
寺
僧

の
同
意
を
示
し
た
言
葉
は
こ
の
規
式
の
中
に
は
見
ら
れ
ず
、
寺
僧
の
置
か
れ
た
立
場
か
ら
し
て
こ
の
規
式
は
律
家
の
一
方
的
な
か
た
ち

で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
（
太
田
前
掲
論
文
可

（
羽
）
応
安
四
年
七
月
二
九
日
定
賢
房
殺
害
検
断
記
録
。

（
却
）
永
享
八
年
の
律
家
の
「
西
大
寺
坊
々
寄
宿
末
寺
帳
」
を
二
聖
院
常
住
の
者
が
記
L
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
聖
院
は
律
家
の
建
物
で
あ

る。

（
引
）
注
（
甜
）
。

（
必
）
こ
の
寄
進
状
に
よ
れ
ば
、
西
大
寺
森
屋
圧
は
大
和
国
城
下
郡
東
郷
八
条
三
里
二
二
坪
・
二
三
坪
・
二
四
坪
・
二
七
坪
に
存
在
す
る
。

（
必
）
一
一
月
一
四
日
後
醍
醐
天
皇
論
旨
。

（
叫
）
延
文
三
年
二
一
月
二
五
日
森
屋
庄
五
ヶ
条
置
文
。
同
年
二
一
月
森
屋
庄
年
貢
支
配
置
文
。
こ
れ
ら
の
署
名
者
は
律
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
、
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れ
た
延
文
四
年
の
「
西
大
寺
新
池
弁
井
料
米
置
文
」
の
署
名
者
と
一
名
を
除
き
一

O
名
が
一
致
す
る
。
注
（
謁
）
を
参
照
。

（
訪
）
前
掲
拙
稿
。

（
必
）
稲
葉
前
掲
論
文
。

（
幻
）
渡
辺
澄
夫
「
公
武
権
力
と
荘
園
制
」
（
旧
『
岩
波
構
座
日
本
歴
史
』
中
世
一
）
。

（
持
）
永
島
福
太
郎
『
奈
良
文
化
の
傍
流
』
第
六
章
。

（
的
）
宝
月
圭
五
口
『
中
世
滋
概
史
の
研
究
』
第
四
章
。

（
印
）
注
（
話
可

（
日
）
宝
月
氏
は
、
領
主
が
用
水
に
関
し
て
特
に
専
門
の
役
人
を
選
定
し
、
そ
の
事
の
み
に
嘗
た
ら
し
め
た
例
も
頗
る
多
く
、
西
大
寺
新
池
の

震
文
の
中
に
見
え
る
分
水
奉
行
・
井
守
の
任
命
は
何
れ
も
こ
う
し
た
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
宝
月
前
掲
論

文）
0

（
臼
）
注
（
刊
）
。

（
臼
）
注
（
叩
）
。

（
日
）
延
文
元
年
四
月
一
一
日
綱
維
円
空
・
寺
本
奉
行
淳
宣
・
寺
僧
奉
行
円
如
契
約
状
等
。

（
臼
）
延
文
五
年
八
月
西
大
寺
別
当
与
律
家
検
断
相
論
沙
汰
引
付
等
。

（
日
）
永
原
慶
二
氏
は
、
郷
民
た
ち
が
投
書
権
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
本
来
そ
れ
が
村
落
共
同
体
の
自
治
的
な
慣
習
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と

考
え
、
西
大
寺
の
定
め
た
検
断
規
式
条
々
は
ま
さ
し
く
村
落
共
同
体
的
規
範
を
支
配
の
制
度
に
全
面
的
に
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
鋭
い
指
摘
を
な
さ
れ
て
い
る
。
（
「
村
落
共
同
体
か
ら
の
流
出
民
と
荘
園
制
支
配
」
〔
『
日
本
中
世
社
会
構
造
の
研
究
』
〕
可
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
律
家
の
支
配
機
構
の
整
備
は
在
地
の
上
層
農
民
で
あ
る
寺
僧
等
の
自
治
的
組
織
を
骨
抜
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
訂
）
前
掲
拙
稿
。

（
大
学
院
学
生
）


